
合
同
会
議
は
１
月
１４
日

（
火
）
に
組
合
会
議
室
に
開
催

さ
れ
た
。
（
以
下
、
敬
称
略
）

【
出
席
者
】﹇
理
事
﹈
矢
部
、
井

口
、
瀧
山
、
葭
原
、
渡
邉

（
尚
）、長
岐
、
井
上
、
桑
原
、

山
下
、
狩
野
、
伊
藤
、
渡
部
、

西
川
、
土
屋
、
小
林
﹇
支
部

長
﹈
中
川
、
松
本
、
加
藤
、
佐

藤
【
欠
席
者
】﹇
理
事
﹈
堀
越
、

澄
川
﹇
支
部
長
﹈
綾
井
、
宮
崎

（
和
）、斗
澤
、
古
澤

理
事
長
挨
拶

「
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
、
多
忙
な

一
年
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
と
ご
支
援
に
よ
り
事
業
を

遂
行
で
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
年
は
景
気
も
ゆ

る
や
か
な
上
昇
傾
向
が
続
い
て

お
り
、
理
事
・
支
部
長
各
位
の

ご
協
力
の
も
と
、
若
手
タ
イ
ル

工
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。」

（
こ
こ
で
本
日
の
座
長
に
井
口

副
理
事
長
が
指
名
さ
れ
、
以
下

の
報
告
と
提
案
が
あ
っ
た
。）

・
議
題

・
各
部
よ
り
提
案
と
報
告

経
理
部
（
渡
邉
）
現
在
の
組
合

員
１
０
５
社
。
財
政
状
況
も
ほ

ぼ
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

広
報
部
（
長
岐
）
東
タ
煉
協
報

新
年
号
（
２
３
２
号
）
の
記
事

内
容
等
の
説
明
。

事
業
部
（
狩
野
）
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
成
の
進
行
状
況
の
説
明
と

法
律
顧
問
に
関
す
る
項
目
を
設

け
た
い
。

厚
生
部
（
山
下
）
次
回
の
第
７９

回
ゴ
ル
フ
会
は
４
月
１２
日
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
秋
の
ゴ
ル
フ

会
（
第
８０
回
）
は
一
泊
で
の
開

催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

技
術
部
（
桑
原
）
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
利
用
し
て
技
能
検
定
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
多
く
の
受
検
者
に

参
加
し
て
も
ら
い
た
い
。

技
術
部
（
土
屋
）
各
種
講
習
会

を
受
講
し
て
、
資
格
を
取
得

し
、
技
能
士
の
地
位
向
上
を
図

っ
て
も
ら
い
た
い
。

総
務
部（
葭
原
）①
新
年
会（
１

月
２３
日
（
木
）
中
野
サ
ン
プ
ラ

ザ
に
て
）
の
説
明
。
②
次
回
合

同
会
議
は
３
月
１３
日
（
木
）
に

開
催
し
ま
す
。

・
各
支
部
よ
り
の
提
案
と
報
告

文
京
（
中
川
）
１２
月
２２
日
に
新

宿
杉
並
支
部
と
合
同
で
忘
年
会

を
行
な
い
ま
し
た
。

新
宿
杉
並
（
矢
部
）
同
右
。

墨
田
（
山
下
）
１２
月
は
豊
島
・

練
馬
板
橋
の
合
同
部
会
に
参
加

し
ま
し
た
。

品
川
大
田
（
松
本
）
１２
月
５
日

に
忘
年
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

次
回
支
部
会
は
２
月
を
予
定
。

豊
島
（
加
藤
）
１２
月
１７
日
に
練

馬
板
橋
支
部
と
合
同
の
忘
年
会

を
行
な
い
、
４４
名
の
参
加
で
し

た
。
来
月
の
支
部
会
は
２
月
１７

日
に
行
な
い
ま
す
。

練
馬
板
橋
（
西
川
）
同
右
。
次

回
の
支
部
会
は
２
月
ま
た
は
３

月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

足
立
（
佐
藤
）
１２
月
１９
日
に
忘

年
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
次
回

は
２
月
１９
日
に
行
な
い
ま
す
。

北
（
小
林
）
１１
月
２２
日
に
支
部

会
を
行
な
い
ま
し
た
。
職
人
の

給
与
を
上
げ
て
い
か
な
い
と
将

来
が
な
い
と
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。こ

こ
で
座
長
よ
り
議
長
に
交

代
、
合
同
会
議
を
終
了
し
た
。

ゆ
る
や
か
な
景
気
上
昇
の
継
続
と

タ
イ
ル
工
の
育
成
を
�

第
５
回
理
事
・
支
部
長
合
同
会
議

（
一
社
）
日
本
タ
イ
ル
煉
瓦

工
事
工
業
会
（
太
田
左
武
朗
会

長
）
の
第
１
回
理
事
会
と
新
年

賀
詞
交
歓
会
が
１
月
１７
日

（
金
）
午
後
１
時
半
よ
り
東
中

野
の
日
本
閣
で
開
催
さ
れ
、
矢

部
理
事
長
、
井
口
・
瀧
山
両
副

理
事
長
ら
が
出
席
し
た
。

理
事
会
で
は
、
主
要
事
業
で

あ
る
①
登
録
基
幹
技
能
者
講

習
、
②
技
能
五
輪
大
会
、
③
社

会
保
険
未
加
入
対
策
な
ど
の
ほ

か
、
財
務
中
間
報
告
、
事
業
計

画
等
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
終

了
後
の
５
時
か
ら
開
催
さ
れ
た

交
歓
会
で
は
、
矢
部
副
会
長
が

力
強
く
開
会
を
宣
し
、
太
田
会

長
が
新
年
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

「
理
事
会
で
は
事
業
報
告
、
事

業
計
画
等
を
審
議
し
終
了
。
最

も
重
要
だ
っ
た
の
は
、
積
年
の

念
願
で
あ
っ
た
登
録
基
幹
技
能

者
講
習
を
実
施
で
き
た
こ
と
で

す
。
今
後
も
各
地
で
取
り
組

み
、
今
年
は
タ
イ
ル
業
界
に
も

光
明
が
見
え
て
き
ま
し
た
の

で
、
力
強
く
飛
躍
で
き
る
よ
う

邁
進
し
た
い
。」

続
い
て
葭
原
顧
問
よ
り
「
２

０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
て
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
し
ょ
う
。
職
人
の
高
齢
化
と

人
材
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
の

で
、
安
請
け
は
し
な
い
で
若
い

人
が
魅
力
の
感
じ
ら
れ
る
業
界

に
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

次
に
国
土
交
通
省
建
設
市
場

整
備
課
企
画
専
門
官
・
渡
部
諭

氏
か
ら
次
の
よ
う
な
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
た
。

建
設
産
業
の
現
況
と
し
て

は
、
技
能
者
の
処
遇
の
悪
化
、

若
手
入
職
者
の
減
少
な
ど
担
い

手
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
お
り
、
国
交
省
で
は
、『
建

設
産
業
活
性
化
会
議
』
を
設
置

し
人
材
確
保
に
関
す
る
短
期
、

中
長
期
的
な
施
策
の
検
討
を
行

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
保

険
未
加
入
対
策
に
つ
い
て
は
法

定
福
利
費
の
確
保
の
た
め
各
専

門
工
事
業
団
体
よ
り
作
成
さ
れ

た
標
準
見
積
書
の
活
用
が
目
標

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
一
層
促

進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
年

は
建
設
業
界
に
と
っ
て
も
長
い

デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
か
ら
の
脱

却
の
道
筋
を
確
か
な
も
の
と

し
、
建
設
産
業
の
再
興
に
向
け

た
一
歩
を
踏
み
出
す
重
要
な
年

に
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
建

設
技
能
者
の
処
遇
の
改
善
に
努

め
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
仕
事
に

取
組
め
る
よ
う
な
環
境
整
備
を

推
進
し
て
ゆ
き
た
い
。
登
録
基

幹
技
能
者
は
施
工
現
場
の
要
と

な
る
存
在
な
の
で
、
今
後
も
優

秀
な
技
能
者
が
数
多
く
誕
生
す

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

こ
の
後
、
来
賓
（
友
誼
団

体
）、賛
助
会
員
（
メ
ー
カ
ー
・

商
社
）
の
紹
介
が
あ
り
、
鳥
山

監
事
の
乾
杯
の
音
頭
で
賀
詞
交

歓
の
宴
が
ス
タ
ー
ト
。
熱
心
な

情
報
交
流
の
中
、
明
る
い
兆
し

の
見
え
て
き
た
業
界
の
行
く
末

に
期
待
す
る
歓
談
の
輪
が
広
が

っ
た
。
最
後
に
大
野
副
会
長
の

三
本
締
で
閉
会
と
な
っ
た
。

日
タ
煉
理
事
会
＆
新
年
賀
詞
交
歓
会

矢
部
理
事
長
、
葭
原
顧
問
ら
が
出
席
�

賀詞交歓会のもよう

タタイイルル工工事事需需要要喚喚起起キキャャンンペペーーンン

東京都タイル煉瓦工事工業協
同組合はタイル工事の需要喚
起と適正価格（値戻し）のた
めに努力します。
１．タイルは住環境を豊かにします。
２．高品質確保のために適正価格を求め
ます。

太田会長国土交通省・渡部氏

葭原顧問 矢部副会長

（２）平成２６年３月１５日東 タ 煉 協 報第２３３号


